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京放技事務所開所時間（月〜金の午後 1時〜 5時）

公益社団法人京都府診療放射線技師会

会長　久保田　裕一

　新年度を迎えるにあたり、会員の皆様に謹んでご挨拶申し上げます。

　まずは、令和 8年 2 月 15 日に京都テルサにて開催いたしました「令和 7年度近畿地域

診療放射線技師会学術大会」におきまして、多くの皆様にご参加いただきましたこと、心

より御礼申し上げます。京都開催ということで京都府診療放射線技師会としても大きな役

割を担う大会となりましたが、皆様のご協力により大変意義のある学術大会となりました

ことに深く感謝申し上げます。

　世界に目を向けますと、国際情勢は依然として不安定な状況が続いています。とりわけ、

トランプ政権によるイランへの軍事行動を契機として中東情勢が緊迫化し、エネルギー価

格、とりわけ石油価格の高騰が懸念されています。エネルギー価格の上昇は社会全体に影

響を与えるだけでなく、医療機関の運営にも間接的な負担をもたらす可能性があります。

医療を取り巻く環境は、国内外の政治・経済情勢とも密接に関係していることを改めて感

じさせられます。

　国内に目を向けますと、本年度は診療報酬改定の年であり、医療提供体制の在り方や医

療安全、医療の質の確保に関する議論が引き続き進められています。放射線医療の分野に

おいても、画像診断の高度化や医療安全、被ばく管理など、診療放射線技師の専門性がよ

り一層求められる時代となっています。私たちは単に検査を実施する技術者にとどまるの

ではなく、医療チームの一員として、患者に安全で質の高い医療を提供する専門職として

の役割を果たしていかなければなりません。

　また、医療DXの進展、AI 技術の活用、画像データ管理の高度化など、放射線医療を

取り巻く技術革新も急速に進んでいます。こうした変化の時代においてこそ、診療放射線

技師一人ひとりが専門職としての知識と技術を磨き続けることが重要です。

　京都府診療放射線技師会としても、学術活動の充実、人材育成、会員相互の交流を通じて、

地域医療に貢献できる組織であり続けたいと考えております。本年度も会員の皆様ととも

に歩み、診療放射線技師の職能の発展に努めてまいります。

「新年度を迎え新たな気持ちで」

公益
社団法人京都府診療放射線技師会
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株式会社　島津製作所　075-811-9111

令和 8年 3月 6日

	 公益社団法人　京都府診療放射線技師会

	 選挙管理委員長　熊井　由昌

令和 8・9年度地区選出理事候補者（敬称略）選挙開票結果を下記のとおりご報告いたします。

　　北地区　　　有権者数 76、投票者数 43、投票率 56.6％
　　　　　当選：岡本　　繁　（京都第二赤十字病院）　43 票

　　中地区　　　有権者数 47、投票者数 20、投票率 42.6％
　　　　　当選：津川　和夫　（京都市立病院）　13 票

　　東地区　　　有権者数 109、投票者数 41、投票率 37.6％
　　　　　当選：澤　　悟史　（京都第一赤十字病院）　29 票

　　西地区　　　有権者数 127、投票者数 66、投票率 52.0％
　　　　　当選：前田　基成　（京都民医連中央病院）　58 票

　　南地区　　　有権者数 95、投票者数 26、投票率 27.4％
　　　　　当選：中島　智也　（京都田辺中央病院）　13 票

　　両丹地区　　有権者数 68、投票者数 36、投票率 52.9％
　　　　　当選：兵藤　康弘　（舞鶴共済病院）　36 票
　　

　　西南地区　有権者数 79、投票者数 27、投票率 29.0％
　　　　　当選：高田　春彦　（松下記念病院）　14 票
　

　　　　　総計　有権者数 615、投票数 259、投票率 42.1％

尚、選挙管理委員会では、5月 9日（土）開催の通常総会にて、

令和 8・9年度役員の発表および令和 8・9年度監事選出選挙を行う予定です。

令和 8・9 年度地区選出理事候補者選挙開票報告
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1．総括
　令和 7 年の「今年の漢字」は『熊』でした。異常気象の影響もあり、全国各地で熊に
よる人身被害が過去最大となったこと、また和歌山県白浜町のパンダ返還など、まさに

『熊』が世相を象徴する一年となりました。世界に目を向けると、中東・ウクライナ情勢
の緊迫化、トランプ大統領による相互関税の導入など、世界経済の不確実性は一層高まっ
ています。
　国内においても物価高騰・インバウンドの影響・米不足など生活不安が広がり、医療
界では高齢者増加による医療費の逼迫、病院経営の悪化、医療従事者不足や働き方改革
による地方医療体制の困難など、暗い話題が目立つ一年となりました。一方で、大阪・
関西万博は無事に閉幕し、国内外から多くの来場者を迎え、医療・科学技術・環境分野
における我が国の発信力を示す機会となりました。また、我が国初の女性総理大臣の誕
生は、政治の在り方や社会の多様性について国民的議論を促す象徴的な出来事となりま
した。多くの課題を抱えながらも、社会の変化と将来への方向性が改めて示された一年
であったと総括できます。
　このような環境下において、令和 8 年度の京都府診療放射線技師会（以下「京放技」
と称する。）の事業は、Web を活用した研修会に加え、可能な限り対面での事業開催を
基本とします。日本診療放射線技師会（以下「日放技」と称する。）主催する生涯セミナー
にも積極的に協力します。
関西広域連合の構成団体として京都府や近隣府県の災害訓練へ参加します。また原子力
災害医療協力機関として各府県が実施する原子力防災訓練・医療訓練にも継続して参加
します。さらに、医療放射線の安全性の啓蒙や放射線検査の理解促進、診療放射線技師
業務への認知向上を目的とした活動に取り組み、京都府看護協会の卒後教育および各種
学校の依頼に応じて講師を派遣します。他の医療団体とも積極的に交流を行い、府民の
健康増進と安全・安心な医療提供に努めます。
　また、組織力強化のための会員増加は重要課題であり、新卒者への入会促進は京放技
の重点事業の一つと捉えています。日放技主催のフレッシャーズセミナーのプログラム
内容が変更される予定です。京放技としては新たなフレッシャーズセミナーの開催に柔
軟に取り組みます。「フレッシュ診療放射線技師の集い」を開催し、技師会をよりよく知っ
ていただく機会として交流を持ち、診療放射線技師の職業を次世代へと引継ぎます。

公益社団法人 京都府診療放射線技師会
	 会長　久保田　裕一

　令和 8 年 2 月 7 日に行われた令和 7 年度第 10 回理事会にて、令和 8 年度事業計画と収
支予算が承認されましたので、以下に報告いたします。

令和 8 年度事業計画

公益社団法人 京都府診療放射線技師会 令和 8 年度事業計画・予算書
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　技師長・副技師長会は専門性を生かした高度なチーム医療推進、業務マネージメント
力の向上を目的に情報共有の場として発足しました。今後も多施設の技師長・副技師長
が学びあえる組織として育成します。
　令和 8 年度も公益法人法に基づく適正な会計管理と組織運営を遵守し、放射線の専門
家が集う職能団体としての信用を確立し、診療放射線技師の業務への理解促進と地位向
上に取り組みます。また公益法人法の改正に伴い、外部監事 1 名を選任します。引き続
きご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

2．社会事業（広報・渉外、組織・調査）
　広報・渉外活動は診療放射線技師の職業と京放技の役割について府民の理解を深める
活動に取り組みます。京都府下で開催される各種府民のイベントへ積極的に参加します。
診療放射線技師法の遵守を関係機関へ要望し、安全な放射線診療の環境整備に努めます。
　組織・調査活動は、組織力強化のため、入会促進、地区の班編成の見直し等の会員活
動の支援を行います。会員から求められる調査事業にも取り組みます。

　（1）京都府立植物園で開催されます、きょうと地域創生府民会議主催の「府民交流フェ
　　スタ」に本会も引き続き参加します。放射線に関する相談窓口の設置、医療放射線
　　の安全性啓蒙、診療放射線技師業務の紹介、昨年に引き続き骨密度のデモを考えて
　　います。
　（2）無資格者による診療放射線技師業務の防止は、診療放射線技師法第 24 条の遵守を
　　関係機関（京都府・京都市・京都府医師会・京都府歯科医師会・京都私立病院協会）
　　に要望書を提出し、コンプライアンス重視の社会情勢の中で府民が安心して放射線
　　診療を受けられる環境整備を求めます。
　（3）「京都病院学会」は、今年度は開催されませんが「全国病院学会」が京都にて開催
　　されますので、要請があれば協力します。
　（4）各会員施設および技師養成学校を対象に、新卒者の府内就職状況を調査します。
　　新卒者へ研修会やイベントを通じて入会促進に取り組みます。
　（5）「全地区委員会」を開催し、地区委員との意見交換を行い、地区活動の活性化を図
　　ります。三役や常務理事が各地区委員会へ参加し、現状把握、課題整理、班の再編
　　成等の改善に取り組みます。
　（6）技師長・副技師長会は医療制度、診療報酬改定、放射線業務の情報共有をテーマ
　　とした研修会や意見交換会を行います。
　（7）海外事業は近畿地域診療放射線技師会の動向を踏まえて検討します。

3.　研修事業（学術、放射線管理）
　学術活動は京放技の目的である「診療放射線業務従事者の職業倫理を高揚すると共に
診療放射線技術の向上発展を図り、府民保健の維持発展に寄与すること」を目的に、生
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涯学習教育および会員相互の学術向上、情報、技術提供できる場として研修会を実施し
ます。Web 開催を基本とし、放射線の技術や知識及び情報提供を行っていきます。また
府民を対象に健康増進、自立生活維持を中心とした「府民公開講座」を開催します。ワ
クチン筋注行為実技研修は「実技講習会」を他の事業とあわせた開催も検討します。
　管理士活動は国や京都府が主催する災害関連事業へ積極的に参加し、原子力災害医療
協力機関として京都府が開催する原子力防災訓練や医療訓練および講習会等に診療放射
線技師を派遣します。

　（1）研修会の開催
　　Web 開催を基本とし、年 4 回程度の開催を予定します。
　（2）両丹地区開催
　　研修会は夏季研修会を中心に開催します。
　（3）京放技学術大会の開催
　　特別講演、各地区一般演題を含む学術大会を企画し、開催します。
　（4）府民公開講座の開催
　　健康増進と放射線の安全性の理解を目的に年 1 回開催します。
　（5）近畿地域診療放射線技師会学術大会
　　令和 8 年度は兵庫県が当番年度となります。近畿においては日本放射線技術学会近
　　畿支部との初めての合同による 2 日開催となります。京都府からは演題者やシンポ
　　ジストを派遣します。
　（6）その他
　　医療従事者に必要とされる知識・技術習得する研修会を積極的に開催します。

　＊研修会は会員無料、非会員は有料です。
　＊技師会主催の Web 研修会は会員限定です。

　（7）関西広域連合合同訓練、府下市町の災害関係の講習会、原子力防災訓練、緊急被
　　ばくフォーラム等へ積極的に参加します。原子力災害時に診療放射線技師の派遣要
　　請に対応できる環境を準備します。
　（8）管理士会の事業推進を図るとともに、学術・広報渉外・組織調査委員会と連携し、
　　府民イベントへの開催協力や医療被ばくに関する講習会も開催します。近畿地域診
　　療放射線技師会学術大会では、他府県の管理士会と合同で研修会やシンポジウムを
　　開催し交流を図ります。
　（9）京都医療科学大学のご協力のもと、同大学の施設をお借りして線量計の取り扱い・
　　校正作業の講習会を開催し、府内の各施設での正確な線量計管理と災害時の被ばく
　　線量サーベイへの派遣協力を充実させます。
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4．情報事業（編集、情報）
　編集活動は機関誌「京放技ニュース」を毎月発刊します。「京放技ニュース」は本会の
事業活動報告、進捗状況、会員への情報提供と会員相互の情報交換ツールです。読みや
すい紙面構成に取り組み、事業や研修会等の予定を掲載し、より早い情報提供をします。
　年度末に発刊の「京都府診療放射線技師会雑誌（年報）」は会員および府民の皆様が読
みやすい内容を検討し、デジタル化も検討していきます。SNS の利用やペーパーレス化
を進め、理事会資料や各種記録の電子化に取り組みます。
　情報委員会が担当するホームページは最新情報が迅速に掲載できる環境を整備し、社
会性・公益性を担保した発信を行います。会員向けページの充実、放射線に関する府民
相談への対応、研修会・会議等の Web 配信サポートを担当します。また配信アプリの管
理も行います。

　（1）「京放技ニュース」を月 1 回発刊します。
　（2）「京都府診療放射線技師会雑誌（年報）」を年 1 回発刊します。
　（3）京放技ホームページの運用を行います。
　（4）京放技の Web 環境を整えます。

5．厚生事業
　厚生事業は会員相互の親睦を深める重要な事業です。積極的に対面での会員間の交流
の機会を事業として取り組みます。

　（1）近畿地域診療放射線技師会野球大会に参加します。
　（2）「フレッシュ診療放射線技師の集い」を開催します。
　（3）「学遊会」を組織調査委員会と協働で企画、開催します。
　（4）「京放技　春の交流会」を開催します。
　（5）KYOTO 診療放射線技師交流会を開催します。

６．その他
　（1）表彰関係
　　当会の事業実績や会員の功績や功労に対し、個人・団体表彰の推薦を積極的に行い
　　ます。
　　日放技勤続 50 年、30 年表彰者推薦申請も行います。他団体への表彰申請も検討し
　　ます。
　（2）公益法人活動
　　公益法人会計基準に即した会費および財産の適正管理に努め、正確な決算報告・事
　　業報告を行います。会員の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。
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令令和和 88 年年度度  収収支支予予算算書書（（収収支支ベベーースス））  

  
     

令和 8 年４月１日から令和 9 年 3 月 31 日まで 

 
 公益社団法人 京都府診療放射線技師会 

科目 予算額 前年度予算額 差異 備考 

Ⅰ事業活動収支の部         

１．事業活動収入         

①基本財産運用収入         

基本財産運用収入 50 50 0   

②受取会費収入 7,000,000 6,925,000 75,000   

正会員会費収入 6,425,000 6,375,000 50,000 

会会員員 662200 名名                    

新新入入会会 1155 名名                

新新卒卒入入会会 1155 分分名名  

賛助会員会費収入 575,000 550,000 25,000 2255,,000000 円円××2233  

③事業収入         

広告料収入 450,000 450,000 0   

④受取補助金収入         

日本放射線技師会補助金収入 0 0 0   

地方公共団体補助金収入 90,000 90,000 0   

⑤受取負担金収入         

日本放射線技師会負担金収入 80,000 80,000 0   

⑥寄付金収入         

寄付金収入 10,000 10,000 0   

⑦雑収入 10,050 10,050 0   

受取利息 50 50 0   

雑収入 10,000 10,000 0   

⑧特定資産取崩収入 0 0 0   

記念事業積立定期 0 0 0   

          

事業活動収入合計（Ａ） 7,640,100 7,565,100 75,000   

2．事業活動支出         

①事業費 4,959,000 4,938,000 21,000   

          

印刷製本費 1,300,000 1,300,000 0   

通信運搬費 820,000 820,000 0   

通信運搬費 700,000 700,000 0   

ＩＴ関連費 100,000 100,000 0   



令和 8年 4月 1日（8） 京放技ニュース

電話料 20,000 20,000 0   

賃借料         

会場費 400,000 400,000 0   

          

諸謝金         

    講師費 150,000 200,000 △ 50,000   

          

福利厚生費 325,000 345,000 △ 20,000   

調査研究費 70,000 70,000 0   

図書費 5,000 5,000 0   

福利厚生費 200,000 200,000 0   

渉外費（慶弔） 50,000 70,000 △ 20,000   

会議費 370,000 370,000 0   

学術 60,000 60,000 0   

編集 80,000 80,000 0   

広報渉外 10,000 10,000 0   

組織調査 40,000 40,000 0   

管理士会 30,000 30,000 0   

厚生 20,000 20,000 0   

情報 30,000 30,000 0   

特別 20,000 20,000 0   

地区（７地区） 80,000 80,000 0   

          

旅費交通費 175,000 175,000 0   

学術 40,000 40,000 0   

編集 20,000 20,000 0   

広報渉外 5,000 5,000 0   

組織調査 10,000 10,000 0   

管理士会 10,000 10,000 0   

厚生 10,000 10,000 0   

情報 10,000 10,000 0   

特別 20,000 20,000 0   

地区（７地区） 50,000 50,000 0   

          

広報渉外 110,000 70,000 40,000   

府民フェスタ 70,000 30,000 40,000   

原子力災害関連 30,000 30,000 0   

関連団体 10,000 10,000 0   
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事業雑費 5,000 5,000 0   

事業雑費 5,000 5,000 0   

給料手当 660,000 609,000 51,000   

給料通勤手当費 650,000 600,000 50,000   

法定福利費 10,000 9,000 1,000   

租税公課費         

諸税 48,000 48,000 0   

受信費         

電話料 60,000 60,000 0   

消耗品費 120,000 120,000 0   

消耗品 120,000 120,000 0   

光熱水料費 70,000 70,000 0   

          

消耗什器備品費 50,000 50,000 0   

          

リース費 10,000 10,000 0   

支払負担金 13,000 13,000 0   

委託費         

事務所管理費２階 258,000 258,000 0   

保険料          

火災保険料 15,000 15,000 0   

②管理費 2,345,040 2,314,040 31,000   

給料手当 660,000 609,000 51,000   

給料通勤手当費 650,000 600,000 50,000   

法定福利費 10,000 9,000 1,000   

会議費 540,000 570,000 △ 30,000   

理事会費 150,000 150,000 0   

各委員会費 200,000 200,000 0   

役員活動費 120,000 120,000 0   

総会開催費 60,000 50,000 10,000   

総会準備費 10,000 50,000 △ 40,000   

旅費交通費 640,000 630,000 10,000   

理事会旅費 300,000 300,000 0   

各委員会旅費 180,000 180,000 0   

役員活動旅費 160,000 150,000 10,000   

租税公課費         

諸税 35,000 35,000 0   

支払負担金         
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  5,000 5,000 0   

受信費         

電話料 40,000 40,000 0   

消耗品費 100,000 100,000 0   

消耗品費 70,000 70,000 0   

通信費 30,000 30,000 0   

光熱水料費         

  50,000 50,000 0   

消耗什器備品費         

  50,000 50,000 0   

リース費 10,000 10,000 0   

委託費         

事務所管理費１階 140,040 140,040 0   

保険料         

火災保険 5,000 5,000 0   

渉外費 20,000 20,000 0   

管理雑費 50,000 50,000 0   

管理雑費 30,000 30,000 0   

修繕費 20,000 20,000 0   

③特定預金積立金 100,000 100,000 0   

特別事業 0 0 0   

備品購入 0 0 0   

事務所整備 100,000 100,000 0   

マンション改修 0 0 0   

事業活動支出合計   （Ｂ） 7,404,040 7,352,040 52,000   

事業活動収支差額   （Ａ）－（Ｂ） 236,060 213,060 23,000   

Ⅱ投資活動収支の部         

１．投資活動収入 0 0 0   

          

２．投資活動支出         

固定資産取得費 0 0 0   

事務所購入費 0 0 0   

什器備品購入費 0 0 0   

          

投資活動支出合計  （Ｃ） 0 0 0   

投資活動収支差額   0 0 0   

Ⅲ財務活動収支の部         

財務活動収入 0 0 0   
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財務活動支出 0 0 0   

財務活動収支差額 0 0 0   

Ⅳ予備費   （Ｄ） 236,060 213,060 23,000   

当期収支差額（Ａ）－（Ｂ）－（Ｃ）－（Ｄ） 0 0 0   

前期繰越収支差額     0   

次期繰越収支差額     0   

 
   

 

   (注）借入金限度額 1,000,000 円  

   債務負担額 10,000,000 円  
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公益社団法人 京都府診療放射線技師会
	 	 会長久保田　裕一

　第 79 回 公益社団法人 京都府診療放射線技師会通常総会を定款第 24 条に基づき、下記
のとおり開催いたします。会員各位におかれましては、ご多忙のことと存じますが、万
障お繰り合わせのうえご出席賜りますようお願い申し上げます。なお、本総会は定款第
25 条に基づき、正会員の過半数の出席（書面議決書を含む）により成立いたします。
　総会資料に同封しております出欠票および書面議決書につきましては、5月 8 日（金）
必着にて事務所までご返送くださいますようお願い申し上げます。

　　　　　　　日　時：令和 8 年 5 月 9 日（土） 14：00 ～
　　　　　　　会　場：京都府民総合交流プラザ
　　　　　　　　　　　京都テルサ 東館 2F（中会議室）
　　　　　　　　　　　京都市南区東九条下殿田町 70 番地

【通常総会次第】
1. 開会の辞
2. 議事
　　（1） 議長選任の件
　　（2） 議案
　　　第 1号議案
　　　　①令和 7年度事業報告書（案）
　　　　②令和 7年度会計決算書（案）
　　　　③令和 7年度監査報告
　　　第 2号議案
　　　　①令和 8・9年度理事（会長および副会長を含む）の選任
　　　　②令和 8・9年度監事の選任
　　（3） 報告事項
　　　　①令和 8年度事業計画報告
　　　　②令和 8年度予算書報告
　　（4）その他
　　　　①名誉会員推戴
　　（5）議事録署名人選任に関する件
閉会の辞

第 79 回　公益社団法人 京都府診療放射線技師会
通常総会開催のお知らせ

会　告
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京都府診療放射線技師会 監事　河本　勲則

　この度、会の発展と存続に長年尽力され、京都府民の公衆衛生の向上と健康増進に寄
与されるとともに、医用放射線の安全性および必要性の啓蒙に努めてこられた功績が評
価され、厚生労働大臣表彰を久保田裕一会長が受賞されました。謹んでお祝いを申し上
げます。
　久保田裕一氏は、当会の役員として 27 年間尽力され、組織調査理事として会員入会活
動や全地区委員会の企画運営を行い、第 31 回全国診療放射線技師学術大会では実行委員、
当会創立 75 周年記念事業では副大会長を務められました。令和 3年の診療放射線技師法
改正に伴う告示研修においては、その指導者として重要な役割を果たされ、専門職の資
質向上に協力されました。また令和 7年度近畿地域診療放射線技師会学術大会の開催で
は大会長として成功裏に終えられ、診療放射線技師の技術向上と会員間の交流に貢献さ
れました。
　久保田裕一氏の益々のご活躍とご健勝を祈念し、心よりお慶び申し上げます。

久保田　裕一

　このたび、令和 7年度公衆衛生事業功労者に対する厚生労働大臣表彰を賜りました久
保田です。京都府診療放射線技師会のご推薦をいただき、令和8年 2月 24日にイイノホー
ル（東京）にて開催された表彰式に出席してまいりました。
　技師会の役員として活動を初めて四半世紀が過ぎましたが、いまだ学ぶことは多く、
決して模範となるような存在ではございません。しかしながら、診療放射線技師という
職務を心から愛し、微力ながら医療に貢献してまいりましたことが、このような形で評
価いただけたのであれば、これに勝る喜びはございません。今後も後進の育成に努め、
診療報放射線技師の未来へとつながる活動に引き続き尽力してまいります。
　改めまして、ご尽力いただきました後藤理事に深く感
謝申し上げるとともに、ご推薦いただきました京都府診
療放射線技師会の皆さまに心より御礼申し上げます。

厚生労働大臣表彰おめでとうございます

厚生労働大臣表彰おめでとうございます
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学術委員　寺崎　圭

　2026年1月28日（水）にWebで学術研修会を開催しましたので、本稿で報告いたします。

今回は「厚生労働省出向者が知っている範囲で教えます〜厚労省と国会のウラ側？？〜」

と題し、京都大学医学部附属病院放射線部の安樂摩美副技師長に講演していただきまし

た。参加者は 42 名でした。

　講演では、厚生労働省に出向した経験をもとに、中央官庁の組織構造や霞が関特有の

業務文化、職員研修の実際、緊急参集当番などの勤務の実態について紹介されました。

また、国会対応では議員からの質問通告を受けて官僚が答弁案を作成し、多くの部署の

確認を経て答弁に至る過程や、法案作成における審議会・専門家・関係団体の役割につ

いて解説がありました。さらに、政策形成の場面では職業団体の意見やエビデンスの重

要性が強調され、診療放射線技師の社会的役割や団体活動の意義について理解を深める

機会となりました。

Web セミナー第 606 回研修会報告
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厚生委員　野副　沙季

　2026 年 3 月 7 日（土）18 時より、ホテル京阪京都グランデ 2階「光林」にて、京放技 

春の交流会が開催されました。一般会員および名誉会員 22 名、賛助会員 16 名の計 38 名

が参加し、和やかな雰囲気の中で交流を深めました。

　久保田裕一会長の開会挨拶に続き、田城邦幸名誉会員の乾杯のご発声により交流会が

スタートしました。会場では一般会員と賛助会員が偏りなく各テーブルに着席し、食事

を楽しみながら歓談の輪が広がりました。

　18 時 50 分からは賛助会員の皆様よりご挨拶をいただきました。その後、ビンゴゲー

ムを行いました。上位 3名には景品として炭酸メーカー、小型マッサージ器、高級ボー

ルペンが贈呈され、会場は大いに盛り上がりました。

　顔見知りの会員同士は和気あいあいと語り合い、初めて顔を合わせる会員同士も会話

を通して親睦を深める様子が見られました。隣席の方との談笑や席を移動しての交流な

ど、会場の各所で活発な交流が生まれていました。

　最後に中川稔章副会長より閉会の挨拶があり、参加者全員で記念撮影を行い、盛会の

うちに閉会となりました。本交流会が、会員相互および賛助会員とのさらなる交流の機

会となることを期待します。

春の交流会　報告書
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組織調査理事　蒲　順之

　京都府診療放射線技師会では毎年京都府下へ就職された新卒者を調査しています。

　貴施設などに就職された卒後２年目までの技師会未入会の方をご紹介下さい。

　今回収集した個人情報は適切に管理し、「入会案内」や新人対象イベントの案内を送付する

目的以外に使用しません。

　5月 14 日（木）までに “氏名・ふりがな・勤務先を下記URLもしくはQRコードから登録

いただきますようお願いします

　　　紹介URL　：　https://forms.gle/KdAkmSWrhjTafs128

　　　紹介QRコード

新入職者紹介のお願い
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令和 8年 3月 14 日（京放技会議室）第 11 回理事会報告
・活動予定
3月　　　　厚生委員会

【情報】大西理事
・経過報告
2月 2日　　令和 7年度近畿学術大会　演題と問い合わせ対応
　　　　　　　　　　　〃　　　　　　演題対応
2月 3日　　　　　　　〃　　　　　　レンタルパソコン対応
2月 4日　　　　　　　〃　　　　　　演題対応と申込者数の報告
2月 5日　　　　　　　〃　　　　　　名札案の作成と報告
2月 6日　　　　　　　〃　　　　　　問い合わせ対応
2月 7日　　　　　　　〃　　　　　　問い合わせ対応と名札案作成
2月 8日　　　　　　　〃　　　　　　申し込みの確認とリスト作成
2月 9日　　　　　　　〃　　　　　　名札の作成
2月 10日　　　　　　　〃　　　　　　特設サイト修正
2月 11日　　　　　　　〃　　　　　　登録者数の確認。
2月 12日　　　　　　　〃　　　　　　名札領収書配信
2月 13日 14日 15日 16日 17日
　　　　　　令和 7年度近畿学術大会問い合わせ対応
2月 19日　　理事メーリングリストの修正
2月 27日　　令和 7年度近畿学術大会報告書作成
2月 28日　　北地区メーリングリスト作成
・Microsoft teams/Essentials 更新（2月 15日）
・活動予定
・北地区のメーリングリストを作成管理
・ホームページの刷新
【管理士】三森理事
・特になし
【受賞者選考委員会】久保田会長
・厚生労働大臣表彰（久保田会長）イイノホール（東京都）
II．地区経過報告及び計画に関する件

【北地区】足高理事
・経過報告
《メール配信（地区連絡網）》
2月 2日　　令和7年度近畿地域診療放射線技師会学術大会の広報
2月 21日　　春の交流会の申し込みについて

【中地区】藤川理事
・経過報告
2月 10 日　　令和 7年度第 3回中地区委員会（Web）開催
2月 15 日　　近畿地域診療放射線技師会学術大会参加
《メール配信（委員連絡網）》
2月 1日　　第 606回京放技Webセミナーの案内
2月 6日　　地区理事の選出について
2月 16 日　　京放技 春の交流会の案内
・提案事項
・中地区班編成について
【東地区】寺崎理事
・経過報告
《メール配信（地区連絡網）》
2月 7日　　近畿地域診療放射線技師会学術大会参加登録のお知らせ
《メール配信（委員連絡網）》
2月 10日　　東地区委員会開催について
2月 26日　　東地区委員会開催（Web）

【西地区】丸山理事
・経過報告
2月 14日　　近畿地域診療放射線技師会学術大会前日懇親会参加
2月 15日　　近畿地域診療放射線技師会学術大会参加
《メール配信（委員連絡網）》
2月 9日　　近畿地域診療放射線技師会学術大会実行委員概要連絡
2月 16日　　「春の交流会」開催の案内
2月 21日　　「春の交流会」申し込み最終の案内

【南地区】杉原理事
・経過報告
《メール配信（委員連絡網）》
2月 2日　　「近畿地域診療放射線技師会学術大会」参加依頼
2月 7日　　地区理事の投票依頼
2月 15日　　近畿地域診療放射線技師会学術大会
2月 16日　　「近畿地域診療放射線技師会学術大会」進行次第更新作業

【両丹地区】足立理事
・経過報告
2月 21日　　第 5回両丹地区委員会
　　　　　　令和7年度両丹地区活動報告会/新年会（参加者6名）
3月 6日　　第 6回両丹地区委員会《メール配信（地区連絡網）》
3月 13日　　令和７年度両丹地区活動報告会・新年会のご案内
《メール配信（地区連絡網）》
2月 8日　　令和7年度両丹地区活動報告会/新年会ご案内（再送）
2月 11日　　令和 7年度両丹地区活動報告会 /新年会申し込み
　　　　　　締め切りについて
2月 26日　　令和 8・9年度の地区理事選挙の投票について（再送）

【西南部地区】高田理事
・経過報告：
2月 10日　　第 3回地区委員会を開催（Web開催）
2月 20日　　春の交流会参加を地区委員経由で依頼
Ⅲ．その他審議事項
・選挙管理委員会報告
・通常総会・総会告示について
・名誉会員推戴について
・令和 7年度会長・副会長会議報告
以上、各議案について採択し承認された　　　　　　（文責：平井）

議長に寺崎理事、書記に足立理事を選任し 16時 30分より議事開始
I．経過報告及び計画
1）経過報告及び計画 久保田会長
・経過報告
2月 14日　　近畿会長・副会長会議

（ベーコンラボ京都駅会議室 4F402 号）
　　　　　　懇親会（近畿地域診療放射線技師会）

（Garden annex京都駅堀川店）
2月 15日　　令和 7年度近畿地域診療放射線技師会学術大会

（京都テルサ）
2月 21日　　第 7回京滋医用画像情報システム研究会（後援）	

（京都府立医大病院 臨床講義棟南臨床講義室）
2月 24日　　厚生労働大臣表彰（久保田）　　イイノホール（東京都）
3月 7日　　京放技　春の交流会　　　　　（ホテル京阪グランデ）
3月 14日　　京都医療科学大学卒業式　　　　（京都医療科学大学）
　　　　　　第 11回理事会　　　　　　　　　　　（京放技会議室）
・計画
4月 4日　　京都医療科学大学入学式　　　　（京都医療科学大学）
4月 11日　　第 1回理事会　　　　　　　　　　　　（京放技会議室）
5月 9日　　第 79回通常総会　　　　　　　　　　　（京都テルサ）
　　　　　　第2回理事会　　　　　　　　　　　　（京都テルサ）
2）各委員会報告及び計画

【庶務】後藤理事
・会員数 3月 1日現在 646名（2月から± 0名）
（内訳）名誉会員 3名、正会員 620名、賛助会員 23名（社）、
増員 /減員 なし
※令和 7年度 新入会累計 31名（再入会 0名含む・転入会は含まず）
・経過報告
2月 1日　　事務員雇用準備
2月 14日　　事務処理
2月 20日　　事務員給与処理
・対外文書（2月 1日〜 2月 28日）20件　主なもの
2月 1日　　新フレッシャーズセミナープログラムの準備状況に
　　　　　　ついて　　　　　　　　　　　　　　　　　（JART）
2月 2日　　債権回収対象者からの問い合わせに対してのお願い	

（JART）
2月 6日　　本会会誌の郵送終了について（お知らせ）	

（JART事務局）
2月 14日　　令和 8(2026) 年度本会・都道府県技師会費の合算請求・
　　　　　　収納について　　　　　　　　　　　（JART事務局）
2月 19日　　1月収納県会費について　　　　　　　（JART事務局）
・発刊文書（2月 1日〜 2月 28日）1件
2月 27日　　令和 7年度第 11回理事会開催通知
・承認・報告事項
　勤務先変更 1名、氏名変更 1名　後援依頼 1件

【財務】森理事
・会費納入状況（令和 8年 1月末）
　令和 7年度会費納入者 575名、令和 6年度会費未納者 3名
・経過報告：
2月 12日 14日 16日 20日 23日　会計処理
3月 4日 5日会計入力

【学術】中川理事
・経過報告
2月 15日　　令和 7年度近畿地域診療放射線技師会学術大会
　　　　　　（参加人数 312 名）
　　　　　　府民公開講座（府民参加人数 42名）
・活動予定
3月　　　　学術委員会（事務所開催）
令和 7年度府民公開講座アンケート結果

【編集】平井理事
・経過報告
・3月号ニュース作成・編集作業
・3月号ニュース 校閲（平井・蒲・村上・藤川・坊野）作業
・近畿地域診療放射線技師会学術大会冊子作成作業
・年報まとめ作業
・第 11回 理事会資料作成（自宅）・印刷（京放技事務所）
・活動予定
・4月号ニュース編集・校閲作業予定
・4月理事会資料作成
・令和 7年度年報広告依頼状まとめ
・提案事項
・年報資料（活動報告）提出をお願いします
【広報・渉外】三浦理事
・活動予定
・3月下旬まで、京都府補助金の申請書・報告書作成
【組織調査】蒲理事
・経過報告
2月 10日　　中地区委員会（WEB）
2月　　　　アンケート作成作業
3月 5日　　組織調査委員会
・活動予定
3月　　　　全会員対象アンケート（Web回答）
・提案事項
・アンケート回答受付中
・中地区班編成見直し
【厚生】山添理事
・経過報告
3月 7日　　京放技「春の交流会」（38名参加）



令和 8年 4月 1日（18） 京放技ニュース

編集：（公社）京都府診療放射線技師会編集委員会　印刷：（有）修美社

　早いものでもう 2026 年も 3カ月が過ぎました。世間では 4月が新年度となりますが、技師会に
おいては 5月の総会までが任期となっていますので若干のずれがあり、引き継ぎなど忙しい時期
に入っていきます。私自身においては組織調査委員長から編集委員長へ異動となり両方の引き継
ぎがあります。ちゃんとバトンタッチできるのか不安もありますが、程よい緊張感もあります。
　それにしても今年は花粉がきついように感じます。規則正しい生活で乗り越えていきたいと思
います。皆さまもご自愛ください。

編集委員　蒲

編集後記

　　　　　・勤務先変更 1名、氏名変更 1名
　　　　　・会費納入状況令和 7年度会費納入者 575 名、令和 6年度会費未納者 3名
　　　　　・令和 7年度近畿地域診療放射線技師会学術大会（参加人数 312 名）
　　　　　・府民公開講座（府民参加人数 42 名）
　　　　　・中地区班編成見直し（承認）
　　　　　・後援依頼：JUN.2026 放射線診療学術講演会
　　　　　　日時 2026 年 6 月 26 日 18:30 ～ 20:00（承認）

〜  理事会承認事項・報告事項 〜

　　　　　5月 9日　　第 79 回通常総会

〜 4 月以降の京放技活動予定 〜

・京都市 西京区の病院で「正職員」の採用募集があります。
　詳しくは京放技事務所までお問い合わせ下さい。

診療放射線技師求人

　　　　各都道府県でのでの開催につきましては終了しました。
　　　　2026 年度からは東地域（東京都）と西地域（大阪府）のみの
　　　　開催となりますので、ご注意ください。 
　　　　今後の予定、詳細や申込みにつきましては、
　　　　日本診療放射線技師会ホームページにてご確認下さい。

〜診療放射線技師法改正に伴う告示研修（実技）〜


